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幼稚園型認定こども園 天王寺幼稚園の保育及び教育方針 

 

１．はじめに 

幼稚園型認定こども園とは、従来の認可幼稚園が、保育が必要な子どものための保育時間

を確保するなど、保育所的な機能を備え教育及び保育を提供する施設となります。保護者

様の就労形態の多様化により、早朝から夕方遅くまでの保育を提供する施設です。 

 

２．保育方針 

０～２歳の乳児クラスでは愛着形成に重視し、保育教諭と保護者様、両者の協力のもと子

ども達の成長を見守ります。のびのびとした保育環境のもと、生きようとする力、成長し

ようとする力を存分に発揮できるように努めます。保育していく中で、必ずぶつかるいや

いや期、なんでも自分でやってみたい時期などを保護者様と共に一喜一憂しながら子ども

達の成長を見守っていきます。 

 

３～５歳の幼児クラスでは様々な行事や活動を経験し、人と人とのつながりの大切さを知

ってもらい、お互いを思いやるこころ、人の輪を尊重するこころ、最後までやりとげるね

ばり強いこころを育てることを目標とします。また、子ども達が園庭や砂場などで触れ合

う機会を積極的に設け、協調性、コミュニケーション能力をのばし生きる力を育てる保育

を目標とします。 

 

天王寺幼稚園では、人格形成の基礎をなす未就園児のすこやかな育ちが、その後の成長の

大きな基盤となることを踏まえた保育を行います。また、地域の小学校や子育て支援機

関、子育て世代のご家庭などと連携し、子どもの「生きる力」の基礎を形成するための保

育を行います。 

 

３．教育方針 

天王寺幼稚園は、人格形成の基礎を培う大切な幼児期の教育を行う文部科学省管轄の学校

教育機関であります。また、教育基本法には、｢幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の

基礎を培う重要なもの｣として規定されています。それだけに、行き届いた保育内容、施設

設備、保育教諭、保育環境等が子ども達の成長に関係すると考えます。 

天王寺幼稚園は、昭和２６年（１９５１年）に開園され令和７年に創立７５周年を迎えま

した。創立以来「徳、体、知」の教育理念のもと「心豊かに、やさしく、たくましく」を大

きな教育目標に掲げております。人格形成を柱に、本物志向で多くの感動体験を保育の中

に取り入れ、豊かな心を育みます。また、小学校に進学されても、生き生きとした学校生活

が送れるよう、その基礎を養う為、天王寺幼稚園では知識を教え込むことなく、押しつけ

ることなく、楽しい保育から子どもの内面にある無限の可能性をどんどん引き伸ばし、考

える力、思いやりのある心を育て、種々色々な物事におくさない生き生きした発表力をつ

ける等、職員一同心の教育に邁進しております。 



別紙② 

2 

 

４．天王寺幼稚園の特徴 

テーマパークのゲートさながらの大きな門をくぐれば子ども達が安全に思い切り遊べるように

園庭は全面ゴムチップを敷いており、その横には子ども達が自分たちで植物や野菜を育て、収

穫することにより命の大切さや食べ物の大切さを学ぶことができる天幼農園があります。また、

雨の日でも遊べる砂場は、猫などが侵入しないようにフェンスに囲まれており、１か月に１回

業者さんによる消毒も行っておりますので、安心して清潔な砂で遊ぶことができます。夏には

園庭にヤマハ製のプールを設置し水遊びを楽しみます。熱中症予防のためにタープやミスト、

熱中症指数計モニターも設置いたします。園内には心の落ちつきを養うお作法室やバレエスタ

ジオ、冷暖房完備の大きなホールもあります。 

季節に応じて、５月の節句、七夕、夏祭り、運動会、ハロウィンパーティー、おいもパーティ

ー、クリスマス音楽会、生活発表会、ひな祭り等色々な行事を行っております。 

 

５．保育時間内に行われる教育 

【３歳～５歳児対象】 

◎絵画は世界児童画展で世界８５ヶ国の内、最高賞の文部大臣賞を受賞。また、読売新聞社

賞も頂きました。毎年数々の展覧会に出品し、たくさんのお子達が入選し、推せん園とし

て指定されています。又、入選されなくても、子ども達の絵はその子自身の心の表現であ

り、一つ一つに違った素晴らしさがあると考えますので、天王寺幼稚園園長賞をお渡しし、

子ども達一人ひとりに自信を持たせています。 

◎子ども達は和太鼓・洋楽器演奏で色々な楽器に触れ、演奏を通してリズム感を養います。

また、ピアニーによる演奏、お遊戯による表現活動等の情操教育に力を入れております。 

◎ネイティブの英語専門講師の指導のもと、遊びの中から楽しいお歌や身近な会話を学び、

正しい発音を心がけています。 

◎体育専門講師の指導のもと基礎的な体力や運動能力を身につけるため、学年毎に目標を設

定し、マット、跳び箱、ボール運動、縄跳び等、色々な運動を幅広く行っており、年長組

では組立て体操にも挑戦します。毎週金曜日には２歳児の体操指導も行っています。 

◎プリント教材(かず・ことばあそび)・チューター（ドイツ製）・キュービック・キッズバ

ン・地図パズル・俳句カルタ・諺カルタ等の教材を使って考える力を育て、知能を伸ばし

ます。 

◎ICT を利用した電子黒板を使い、年齢に合わせたアプリで楽しく考える力を育てます。 
 

【４歳～５歳児対象】 

◎５月より年間を通して、月２回ＹＭＣＡプールに参加し、専門のリーダーより指導を受け

ます。但し、行事の関係で月１回になる時があります。（１回１，８００円別途実費徴収） 
 

【５歳児対象】 

◎そろばんの時間では専門講師によるつめ込み主義でなく、位取りを間違わない様に算数の

基礎を習います。また、同時に右脳を刺激し、集中力を養います。 

◎お作法室で、おちつきとおおらかさを養う為、現代マナーのおけいこ「小笠原流礼法」を

学びます。 

◎紫雲焼の焼物にも挑戦します。 

◎将来の可能性を広げるため、遊びを通して専用教材を使いプログラミングを学びます。 
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【教育理念】 
 

【よい子の誓い】 

最後まで頑張る、粘り強い心を持ちます。 

丈夫でたくましい、健康な身体をつくります。 
思いやりのある人になります。 

心優しく、みんなに親切にします。 

動植物を愛し、命を大切にします。 

 

 

【日常の五心】 

「ハイ」という            素直な心 
「すみません」という        反省の心 

「おかげさまで」という           謙虚な心 
「わたしがします」という      奉仕の心 

「ありがとうございます」という  感謝の心 

ぼくたち、わたしたちは、  
       この心を持つ人になります。 

当園は上記の教育理念を大切に考え、「いつも笑顔を忘れずに！！」の心で保育します。園長

をはじめ職員も常に笑顔を心がけ、子ども達が楽しい園生活を過ごせることが一番大切な事と

考えます。 

 
６．諸行事に参加して、たくさんの体験をする中で、大切な心を育みます。 

【保護者様同伴の行事】 

保育参観、運動会、クリスマス音楽会、幼児生活発表会 

【園児と職員のみの行事】 

四季を通じての自然農園（年長）、お泊り保育（年長）、お芋掘り（年中）、ニフレル

（年少）、動物園遠足（年中・年長） 

公開保育、子どもみこし祭等、その他イベントにも参加 

【参加自由の行事】 

和太鼓発表会（年中・年長） 

 

◎自然農園観察並びに農園体験 (年長組) 

田植え体験、じゃがいも、玉ねぎ、スイートコーン、ナスビ、ピーマン、キュウリ、大

根、ハクサイ、キャベツ等の収穫体験を行います。土にまみれ植物を大切にする心、感

謝の心を養います。 

自然から生まれる俳句作りにも興味をもたせます。 

 

◎幼児生活発表会 （全園児）について 

大切なこの幼児期に色々な経験や体験をする中で、たくさんの感動を味わう事が、各

園児の人生において大きな財産となり、最も重要であると考えております。７０年以

上に渡る保育経験から、その感動を味わう１つの行事として、毎年大きな舞台を借り

て生活発表会を開催しております。幼児期に大切な表現活動の発表を各クラスで行な

います。 

 

そのお遊戯の際に着用するお衣装は、各クラスの担任がテーマにあった衣装を考え、保

護者様にご用意して頂いております。保護者様同士、コミュニケーションを取れる良い

機会でもありますので、子ども達にとって最適な衣装をなるべく安価で完成するように

工夫して頂き、子ども達の成長の援助をして頂ければ大変有難いです。よろしく御理解

と御協力をお願いします。 
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７．自園での給食について 

自園の調理室で、専属の栄養士の指導のもと、栄養バランスを考えたメニューに なってお

ります。準備、後片付けなど、子ども達と保育教諭が共に行い、食の大切さ、感謝の気持ち

を養い、赤・黄・緑のバランスのとれた食事など食育にも力を入れております。遠足などの

園外活動の時のみお弁当のご用意をお願いいたします。それ以外の日はすべて給食が提供

されます。アレルギーにも対応しております。（要相談） 
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学校法人吉見学園 天王寺幼稚園 沿革 

昭和２６年 ３月１０日  天王寺幼稚園 設立 

      創立者 吉見テル園長 

                 吉見久夫理事長 

             天王寺幼稚園園歌作詞(吉見久夫理事長) 

昭和３０年 ３月２２日  学校法人吉見学園天王寺幼稚園として 

             大阪府に認可される。 

昭和４５年 ３月１３日  吉見テル園長 藍綬褒章授章 

昭和４７年１１月 ８日  吉見久夫理事長 藍綬褒章授章 

昭和５４年 ３月１１日  吉見テル園長 瑞寶章授章 

昭和５４年 ６月１１日  吉見節子（昌子）園長 就任 

              吉見傳三郎理事長 就任 

昭和５８年 ４月       新園舎完成 

平成１３年 ３月１０日  創立５０周年 

平成１８年 ７月     園舎内１Ｆ・２Ｆリフォーム 

平成１９年 ４月 １日  吉見仁恵園長・理事長 就任 

平成２１年 １月 ８日  玄関セキュリティー強化 

      ８月２５日  園庭ゴムチップ化 

平成２２年 ８月２５日  園庭側入口電気施錠 シャッター設置 

平成２３年 ３月１０日  創立６０周年 

平成２４年 ４月 １日  天王寺和み保育園 認可 

平成２５年１０月 １日  バレエスタジオ完成 

平成２６年 ３月３１日  園庭整備 

平成２８年 ３月１０日  創立６５周年 

平成２８年 ９月     外壁内装美化工事完了 

平成３０年 ３月     バス３台購入、全園児バスにお絵描き 

令和 ５年 ９月     バス置き去り防止装置設置 

令和 ６年 ４月     SECOM、AED、ICT化導入 

令和 ６年 ８月     赤十字救急法救急員資格習得 
 

 


